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講
座
「
古
文
書
、
初
め
て
の
挑
戦

―
そ
の
時
何
が
起
こ
っ
た
か
!?
」

古
文
書
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
「
信

府
統
記
」
を
読
み
解
く
こ
と
で
貞
享
騒

動
の
条
文
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
事
情

や
経
過
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

●
日
時　

①
②
6
月
4
日
・
18
日
③
④

7
月
2
日
・
23
日
⑤
⑥
9
月
10
日
・

24
日
⑦
⑧
10
月
15
日
・
29
日　

午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分　

※
各
回
と

も
土
曜
日
の
開
催　

●
場
所　

記
念
館
研
修
室

●
講
師　

青
木
教
司
さ
ん
（
元
松
本
城

管
理
事
務
所
研
究
専
門
員
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料
（
資
料
代
は
別
途
）

●
申
し
込
み　

5
月
24
日
（
火
）
午
前

9
時
か
ら
記
念
館
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

森
の
妖
精
さ
ん
た
ち
の
キ
ル
ト
展

市
内
在
住
の
徳
原
順
子
さ
ん
の
指
導

に
よ
る
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
使
っ
た
創
作
キ

ル
ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
24
日（
火
）～
29
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

記
念
館
１
階
ホ
ー
ル

▽
の
こ
ぎ
り
演
奏
会

●
日
時　

5
月
25
日（
水
）午
後
2
時
～

▽
簡
単
ア
ッ
プ
リ
ケ
の
作
り
方
教
室

●
日
時　

5
月
26
日（
木
）午
前
10
時
～

●
定
員　

5
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

絵
画
展
「
信
州
の
四
季
を
描
く
―
安
曇

野
・
上
高
地
の
風
景
」

市
内
在
住
20
年
の
上
井
彦
之
介
さ
ん

が
、
日
々
目
を
奪
わ
れ
た
風
景
を
描
い

た
作
品
20
数
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
31
日
（
火
）
～
6
月
12

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
5
月
31
日
は
正
午
か
ら
、
6
月
12

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

記
念
館
企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

彫
塑
制
作
基
礎

モ
デ
ル
を
使
っ
て
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土

に
よ
る
頭
像
制
作
と
焼
成
ま
で
を
学
び

ま
す
。

●
日
時　

6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
・
7
月
5
日
・
12
日
・
26
日　

午
後
7
時
～
午
後
9
時　

※
各
日
と

も
火
曜
日
の
開
催

●
場
所　

研
成
ホ
ー
ル
研
修
室
Ⅱ

●
講
師　

高
野
博
さ
ん

●
参
加
費　

５
５
０
０
円
（
粘
土
代
、

モ
デ
ル
代
含
む
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
24
日
（
火
）
～
6

月
5
日
（
日
）
ま
で
に
碌
山
公
園
研

成
ホ
ー
ル
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）

版
画
講
座

楽
し
く
版
画
を
学
び
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

作
品
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

6
月
11
日
・
25
日
・
7
月
9

日
・
23
日
（
第
2
・
4
土
曜
日
）
午

前
9
時
～
正
午

●
場
所　

研
成
ホ
ー
ル
研
修
室
Ⅱ

●
講
師　

荻
久
保
春
雄
さ
ん

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
材
料
費
別
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
24
日
（
火
）
～
6

月
9
日
（
木
）
ま
で
に
研
成
ホ
ー
ル

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

講座「漆黒に輝く金と貝」漆パネル制作講座参加者募集
安曇野髙橋節郎記念美術館　481・3030　682・0551

　髙橋節郎の技法を学び、芸術世界の理解を深める漆芸の体験講座です。
漆塗りの小パネルに、漆芸技法を施して自分だけの作品を制作します。
漆という素材に親しみながら、若手芸術家と交流できる内容です。

●日時　6 月 4 日（土）・5 日（日）
●講師　東京藝術大学漆芸研究室
●対象　一般（付き添いがなくても一人で全日程参加できる人）
●定員　10 人（先着順）
●参加料　3,000 円
●申し込み　5 月 24 日（火）～ 31 日（火）（受付時間午前 9 時～午後 5 時）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

貞じ
ょ
う
き
ょ
う享

義
民
記
念
館
の
催
し

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 
82
・
０
７
６
９

昨年度の様子

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

「
縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
！
」
参
加
者

募
集安

曇
野
の
縄
文
時
代
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
、
縄
文
土
器
作
り
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
第
１
回　

土
器
作
り

●
日
時　

6
月
25
日
（
土
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時

●
場
所　

鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所

▽
第
2
回　

土
器
の
野
焼
き

●
日
時　

10
月
15
日
（
土
）
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

●
場
所　

穂
高
郷
土
資
料
館
駐
車
場

※
各
回
と
も
前
日
の
午
後
１
時
30
分
～

午
後
4
時
に
準
備
を
行
い
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
参
加
く
だ
さ
い
。

●
講
師　

矢
口　

健た
け
ひ
こ

陽
児
さ
ん

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
生
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
2
回

分
）

●
服
装　

汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い

服
装

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
昼
食
と
飲
み
物

●
申
し
込
み　

5
月
26
日
（
木
）
か
ら

博
物
館
窓
口
か
、
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

豊
科
郷
土
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
民
具
を
知
る
・
民
具
で
学
ぶ
～
博
物

館
で
活
動
し
よ
う
～
」
参
加
者
募
集

民
具
を
と
お
し
て
、
昔
の
人
び
と
の

知
恵
や
工
夫
、
暮
ら
し
を
子
ど
も
た
ち

な
ど
に
伝
え
る
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

▽
第
１
回　

6
月
3
日（
金
）

午
後
1
時
30
分
～
4
時

●
場
所　

鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
・
穂
高

郷
土
資
料
館

●
内
容　

民
具
を
活
用
し
た
博
物
館
活

動
（
座
学
）

※
第
2
回
以
降
の
日
程
は
参
加
者
と
相

談
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
わ
ら
草

履
の
作
製
な
ど
全
6
回
を
予
定
。

●
定
員　

30
人

●
料
金　

無
料

●
申
し
込
み　

6
月
2
日
（
木
）
ま
で

に
博
物
館
窓
口
か
、
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

第
26
回
友
の
会
総
合
芸
術
展
開
催

書
道
、
押
絵
、
刺
し
ゅ
う
、
水
墨

画
、
植
物
画
、
写
真
の
友
の
会
部
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
総
合
芸
術
展
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

5
月
28
日
（
土
）
～
7
月
3

日（
日
）午
前
9
時
～
午
後
5
時（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

博
物
館
2
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人　

１
０
０
（
80
）
円

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

全
88
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
に
あ
た
る
田
淵
行
男
賞
な
ど
5
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
田
淵
行
男
賞　
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
―

21
世
紀
の
野
生
」
澤
井
俊
彦
（
東
京

都
八
王
子
市
）　

●
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
賞　
「Survival of 

the 

“D
eterm

ined

”」
砂
村
栄
力

（
大
阪
府
豊
中
市
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
賞　
「
五
分
の
魂
」
た

け
う
ち
か
ず
と
し（
長
野
県
松
本
市
）

●
岳
人
賞　
「
コ
ル
パ
」
山
口
大
志
（
東

京
都
練
馬
区
）

●
山
と
溪
谷
賞　
「
田
を
巡
る
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ　

田
園
」
石
川
元
之
（
埼
玉

県
比
企
郡
小
川
町
）

今
後
は
8
月
11
日
（
木
）
に
表
彰
式

と
記
念
講
演
会
を
行
う
ほ
か
、
巡
回
作

品
展
を
行
う
予
定
で
す
。

友の会郷土史部講座「小岩嶽城の二度の落城をめぐって
豊科郷土博物館 472・5672　672・7772

豊科郷土博物館友の会の郷土史部では、毎月 1 回、古文書講座を開催しています。戦国時代に、穂高有明
にあった小岩嶽城は、2 度落城したと考えられています。当時の記録を中心に、この時代の松本平について
考える講座です。
●日時　5 月 28 日（土）午後１時 30 分～
●場所　豊科郷土博物館
●定員　20 人
●申し込み　5 月 27 日（金）までに豊科郷土博物館へ電話で申し込みください。（受付時間午前 9 時～午後 5 時）

※ 5 月 23 日・24 日・25 日は休館
●参加費　100 円（別途入館料が必要）

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

第
５
回
田
淵
行
男
賞
写
真
作
品

公
募
受
賞
作
発
表

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０


